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はじめに

能登半島における広域道路ネットワーク基本方針の策定にあたって
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能登半島は、日本列島のほぼ中央部に位置し、三大都市圏からほど近いなど地理的
優位を有し、沿岸部を中心に美しい自然や歴史・文化など人々を魅了する多くの観光
資源がある一方で、三方を海で囲まれた山がちな地形であるため道路をはじめとした
アクセスが限られるといった地形的な制約を持っています。

令和６年１月に発生した能登半島地震では、道路啓開を含む復旧や被災地への支援
活動のアクセスルートとなるべき能越自動車道・のと里山海道・国道２４９号などで甚大
な被害が発生しました。また、地震動による直接的な被害のほか、土砂災害などとの複
合的な災害が内陸・沿岸部の広域で発生したことから、ライフラインの寸断や集落の孤
立が数多く発生しましたが、緊急輸送道路が機能しなかったことにより被害の状況把握
や復旧作業に時間を要するなど、災害時の道路ネットワークのあり方について、多くの
課題が浮き彫りとなりました。

能登半島地震の教訓を踏まえ、令和６年６月、石川県では能登半島地震からの創造
的復興を目指すための「石川県創造的復興プラン」を策定したほか、国土交通省では社
会資本整備審議会道路分科会国土幹線道路部会において今後の道路行政が目指す
方向を「令和６年能登半島地震を踏まえた緊急提言」としてとりまとめました。また、被災
した各市町において復興計画の策定が進められているところです。

これらの計画に加え、能登半島の創造的復興の前提となる半島防災や、人口減少が
進む能登地域における将来的な二地域居住などを踏まえた関係人口拡大など、新たな
視点に立った備えとともに、能登地域の皆さんに寄り添った道路ネットワークの検討が
不可欠です。

本検討会では、このような考えのもと、主要な都市・空港・港湾・産業拠点などを連絡
することで、医療・生活・なりわいを維持し、能登の持続的な発展を支える道路ネット
ワークを構築するための基本的な方針をとりまとめました。
今回とりまとめた方針に基づいて構築される道路ネットワークは、能登に住む人々が
安心して暮らし・働くことが出来る社会を創り上げる、地方創生を推進する礎になると考
えています。

国、県、市町の各道路管理者が、この基本方針に沿った必要な対策などについて具体
に検討し、実現に努めるとともに、今回の地震・豪雨災害を教訓とした道路の信頼性に
関する評価などについても継続的に検討されることを期待しています。

結びに、能登半島において、未来志向の復興を実現するため、１日も早い能登半島地
震からの創造的復興に向けて、最大限の取組が行われていくことを願っています。

2025年3月

能登半島における広域道路ネットワーク検討会
会長 髙山 純一



能登半島の復興に向けた各種計画

復旧・復興に向けた国・県・市町の重要計画など（関連するキーワード）

復
興
に
関
す
る
各
種
計
画

石川県創造的復興プラン
○ 社会インフラの早期復旧
○ 被災状況や地域の実情に応じた強靱なインフラの検討
○ 幹線道路NWの更なる多重化
○ 金沢・能登間の移動高速化
○ 強靱な道路構造の採用
○ 眺望に優れた海岸線を周遊する道路の整備
○ サイクルツーリズムへの対応
○ 道の駅の避難ステーション化
○ 利用者目線に立った持続可能な地域公共交通
○ デジタル社会を見据えた道路整備
○ 能登半島を巡るエコツーリズムの推進
○ 広域的な道路啓開に関する計画策定

国土幹線道路部会 緊急提言
○ 高盛土等の災害脆弱箇所の補強
○ 高規格道路ＮＷの早期完成
○ 高規格道路の機能強化
○ 半島先端部へ向かう道路の必要な機能や役割の確保
○ 社会・生活インフラ復旧との連携
○ 能越自動車道の適切な管理のあり方の検討
○ 「防災道の駅」の追加選定
○ 海上・航空からのアクセスを確保する等、総合的なＮＷ

計画の構築
○ 地域資源を活かした観光道路としての活用や自動運転

技術の導入等、道路空間の効果的な活用

各市町の復興計画（9市町策定済）

参
考
と
す
べ
き
政
策
等

WISENET2050
○ 地域安全保障のエッセンシャルネットワーク
○ 観光立国の推進
○ 拠点機能の強化
○ 道路空間の再配分
○ 自然再興（ネイチャーポジティブ）の実現

2040年、道路の景色が変わる
○ 国土をフル稼働し、国土の恵みを教授
○ 世界の観光客を魅了
○ 道路交通の低炭素化
○ 持続可能な物流システム
○ 災害から人と暮らしを守る道路

石川県創造的復興プラン（R6.6）

令和６年能登半島地震を
踏まえた緊急提言（R6.6）

※R7.3.19時点
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検討対象範囲

能登地域半島振興計画の構成市町を検討対象に設定

珠洲市

輪島市

能登町

穴水町

志賀町

中能登町

羽咋市

氷見市

七尾市

宝達志水町

津幡町

内灘町

かほく市

検討対象範囲

○ 検討対象地域は、特に甚大な被害を受けた能登地域とし、能登地域半島振興

計画の構成市町を対象とする。

【対象エリア】 七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋市、かほく市、津幡町、内灘町、志賀町、

宝達志水町、中能登町、穴水町、能登町、氷見市（13市町）

令和６年能登半島地震
震度６弱以上

高規格道路（供用中）

高規格道路（事業中）

高規格道路（調査中）

【参考】半島振興対策実施地域の地図
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頁震災後現状（震災前）

能
登
半
島
を
取
り
巻
く
状
況

P5 
①

・ 令和６年９月豪雨により増破
・ 近年、多発する地震災害
（平成19年3月：M6.9、令和4年6月：M5.4、
令和5年5月：M6.5、令和6年1月：M7.6）

自然災害

P5
②

－・ 三方を海で囲まれた山がちな地形地形

P5
③

・ 転出者数が転入者数を上回る「転出超過」が
加速

・ 人口減少率、高齢化率が全国と比較して高い
・ 多くの市町で生産年齢人口が減少が進行し、

生産年齢人口と老年人口が逆転
人口

P6
P7
④

・ 震災による断水等により、入院診察に制限
・ 震災直後は30分圏域の空白地帯が拡大
・ 発災から半年後には30分圏域の空白地帯

は縮小したものの、発災前に比べて改善され
ていない状況

・ 奥能登地域の救急搬送件数は地震発生直後
は前年より増加したものの、その後は減少傾
向

・ 二次救急医療施設の30分圏域の空白地帯が
存在

医療

P8
⑤

・ 通行止等の影響により円滑な物流に支障
・ 世界農業遺産認定

（優れた景観、伝統的な技術、多様な生物資源）

・ ニッチトップ企業が立地
産業

P10
Ｐ１１
⑧

・ 施設の休業等により来訪者が減少
・ 発災10ヶ月後、発災前に比べると来訪者数

は減少しているものの、和倉温泉周辺や「道
の駅」氷見周辺では回復傾向を示す

・ 観光拠点が多数存在
（和倉温泉、輪島朝市など）

観光

P12
⑨

・ 電気や上下水道等インフラに甚大な被害が
発生し、大規模な停電・断水が発生
（断水は長期化）

・ 沿岸部、内陸部を問わず、拠点（浄水場、変電
所など）が点在

生活
インフラ

頁現状と課題

能
登
半
島
の
交
通
状
況

Ｐ１３
⑩
⑪

・ 山がちな半島であり、三方を海に囲まれ、アクセスが限定
・ 高規格道路は、能越自動車道・のと里山海道のみ
・ 奥能登地域は、緊急輸送道路の密度が小さい
・ 空路は、能登空港（のと里山空港）により、関東圏と接続
・ 海路は、重要港湾 七尾港や避難港 輪島港のほか、多くの地方港湾や漁港が沿岸部に点在

交通特性

Ｐ１３
⑬

・ 令和６年能登半島地震では、通行可能な路線が限定され、平均所要時間は震災前の約３～４
倍に増加

徳田大津IC⇒輪島市 約40分 → 約２．５時間
徳田大津IC⇒珠洲市 約１時間 → 約３．５時間

所要時間

Ｐ１４
⑭

・ 能登半島地震において、空港、港湾等へのアクセスルートが寸断
・ 能登半島地震発生後は、地域の医療拠点へのアクセス性が低下

拠点への
アクセス
性

P13
⑫

・ 能登半島地震において、アクセスルートとして機能すべき高規格道路が被災により寸断
・ 緊急輸送道路ネットワーク路線において被害規模が大きく、早期の啓開困難な箇所が多数

発生し、復旧活動が困難化
・ 国道２４９号において、沿岸部で大規模被災が多数発生し、道路が寸断。被災規模が大きく、

道路啓開が困難な状況であったことから、国・県・自衛隊と連携し、陸・海・空から孤立解消を
進めるとともに、応急復旧作業を実施

災害時・
緊急時の
信頼性

Ｐ１５
⑮

Ｐ１６
⑯
⑰

・ 能登半島地震発生前は、高規格道路が経路上に含まれる区間は、一部区間を除き、昼間12時
間平均、閑散時、ピーク時いずれにおいても、60km/hを確保

・ 諸外国の都市間連絡サービスと比較すると能登地域のサービスレベルは低い
・ 能登半島地震発生直後は、半島内の至る区間で拠点間連絡速度が40km/h以下に低下
・ 発災半年後においても、特に甚大な被害を受けた奥能登地域で40km/h以下の区間が残る

ほか、規格の高い道路においても60km/h未満と震災前に比べて低い状況

拠点間
連絡速度

能登半島における現状と課題

4



能登半島における現状と課題

能登町

珠洲市輪島市

穴水町

志賀町

七尾市

中能登町

氷見市

羽咋市

宝達志水町

かほく市

津幡町

内灘町

出典：国土地理院 基盤地図情報（数値標高モデル・10mメッシュB）

標高値

高い

0m

N ３方を海で囲まれた
山がちな地形

② 能登地域の地理・地形上の課題

能登半島を取り巻く状況

① 自然災害の発生状況

出典：災害年表マップ（国立研究開発法人 防災科学技術研究所）より直近20年の災害
履歴をプロット

※地震災害は震源地、その他の災害は被害のあった代表市町村にプロット

2005～2016

風水害12回

雪氷災害1回

2019.10

台風19号

2019.6下旬

梅雨前線

2020.3.13
能登地方を震源と
する地震（M5.5）

2020.7
令和2年7月豪雨

2024.9
令和6年9月豪雨

2022.6.19
能登地方を震源と
する地震（M5.4）

2021.9.16
能登地方を震源と
する地震（M5.1）

2023.5.5
能登地方を震源と
する地震（M6.5）

2024.1.1
能登半島沖地震（M7.6）

2013

風水害3回

2013.4.4
津幡町を震源とす
る地震（M4.3）

地震災害：7件
風水害：19件
雪氷災害：1件
斜面災害：2件

2005.4

斜面災害

2008.7

斜面災害

2007.3.25
能登地方を震源と
する地震（M6.9）

近年、地震災害が多発して
いるほか、令和６年９月に
は豪雨災害も発生

N

③ 人口減少の現状と課題

35%

34%
29%

30%

27%

21%

20%

22%

14%

24%

1%増加

1%増加 8%増加

出典：国勢調査（R2年、H12年）
※20年前に比べ、今の人口がどの程度減少しているかを減少率として算出

富山県：8%
石川県：4%
全国 ：1%

N

特に能登北部は
人口減少のペースが早い

凡例
：減少（30%以上）
：減少（25%以上）
：減少（20%以上）
：減少（0～20%）
：増加
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R6.2/1～R7.1/1の転出超過 4,394人
前年同期比 3,305人増（約4倍）

人口減少率 地震後の人口増減（R5.2～R7.1）

年齢階級別人口の推移（H15～R5）

奥能登6市町
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R
1
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R
5

生産年齢人口
H15年：9.8万人
R5年 ：5.5万人（約4割減少）

奥能登6市町

生産年齢人口と
老年人口が逆転

転出超過が加速

生産年齢人口と
老年人口が逆転

出典：石川県の人口と世帯（石川県民文化スポーツ部統計情報室）

出典：石川県の年齢別推計人口（総務部行政経営課統計情報室人口労働グループ）
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能登半島における現状と課題

能登半島を取り巻く状況

④ 医療体制の現状と課題

出典：ETC2.0プローブ情報
※県道・国道を対象に病院から30分で到達できる範囲を可視化

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

30分圏域の
空白地帯が拡大

医療機関別の到達圏域

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

N N

N N

30分圏域の
空白地帯が存在

30分圏域の
空白地帯が縮小

30分圏域の
空白地帯がさらに
縮小

発災前（R4年度） 発災直後（R6.1月下旬）

発災から半年後（R6.6月） 発災から１年後（R7.2月）
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能登半島における現状と課題

能登半島を取り巻く状況

出典：奥能登広域圏事務組合消防本部、七尾鹿島消防本部、
羽咋郡市広域圏事務組合消防本部提供資料

④ 医療体制の現状と課題

救急搬送件数の推移

0
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R5 R6

0
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200
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400
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R5 R6

（件/月）

奥能登広域圏事務組合消防本部

七尾鹿島消防本部
（件/月）

3,413 

2,691 

39 

105 

0

60

120

180

240

0

1,000

2,000

3,000

4,000

R5 R6

（件/年） （件/年）

年
間
救
急
搬
送
件
数

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
件
数※

3,753 3,908 

0 2 
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4,000

R5 R6

年
間
救
急
搬
送
件
数

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
件
数

（件/年） （件/年）

月
別
救
急
搬
送
件
数

月
別
救
急
搬
送
件
数

年間救急搬送件数 ： ■R5 ■R6
ヘリコプターによる搬送件数 ：

地震発生直後は前年よりも増加
その後は前年に比べ減少傾向

約２割減

約３倍

ヘリによる搬送が
約３倍に増加

※R5の39件のうち22件は転院搬送
R6の105件のうち77件は転院搬送
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能登半島における現状と課題

能登半島を取り巻く状況

⑤ 産業の現状と課題

⑥ 物流の需要

産業構造

輪島市街地

珠洲市街地

能登町市街地

穴水市街地富来市街地

能登中核工業団地

輪島市街地

珠洲市街地

能登町市街地

穴水市街地富来市街地

能登中核工業団地

発災前（R5.10月） 発災から半年後（R6.6月）

出典：ETC2.0プローブ情報

N N

・大型車の発着地は、市街地部に
多い

・物流の需要は、被災後も大きく
変わらない

8

：大型車の発着地 ：大型車の発着地

大型車の発着地

※ETC2.0プローブ情報より大型車の発着地をプロット

赤字：ニッチトップ製品
青字：伝統産業

・全国に比べ第１次産業・
第２次産業の割合が高い
・ニッチトップ企業が立地



能登半島における現状と課題

能登半島を取り巻く状況

⑦ 大型車の通行実績

出典：ETC2.0プローブ情報

【通過件数/日】
：1～10件
：10～50件
：50～100件
：100件～発災前（R5年10月） 発災直後（R6.1月下旬）

発災から半年後（R6.6月） 発災から１年後（R7.2月）

N N

N N

発災後は
通行可能な路線に集中

発災前に近い
利用状況に戻る

9

大型車の通行実績

※ETC2.0プローブ情報より大型車が通行した経路を可視化
対象：大型貨物・普通貨物



能登半島における現状と課題

能登半島を取り巻く状況

⑧ 観光の現状と課題

出典：輪島市朝市組合ＨＰ

輪島朝市

地震、大規模火災により、朝市通りがほぼ消失
現在は全国で出張開催を実施

出典：石川県観光公式サイト

和倉温泉
地震後は全22軒が休業
R6.5以降一部営業を再開した施設あり

能登地域の主な観光地・観光施設

県外観光客が
一定数を占める

出典：各県の観光統計、RESAS
※出発地データは、2022年度、休日、交通手段：自動車を参照

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

R
5
.1

R
5
.2

R
5
.3

R
5
.4

R
5
.5

R
5
.6

R
5
.7

R
5
.8

R
5
.9

R
5
.1

0

R
5
.1

1

R
5
.1

2

R
6
.1

R
6
.2

R
6
.3

R
6
.4

R
6
.5

R
6
.6

R
6
.7

R
6
.8

R
6
.9

R
6
.1

0

R
6
.1

1

R
6
.1

2

R
7
.1

R
7
.2

七尾市 輪島市 珠洲市 志賀町 穴水町 能登町（人）

地震後 R6.1～R6.12 延べ2,045千人

地震前 R5.1～R5.12 延べ3,053千人

出典：デジタル観光統計オープンデータ

能登３市３町の来訪者数推移

前年同期に比べ

約３割減
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気多大社

巌門

道の駅赤神
總持寺 祖院

道の駅
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道の駅
倶利伽羅源平の里道の駅

内灘サンセットパーク

能登半島における現状と課題

能登半島を取り巻く状況

⑧ 観光の現状と課題

能登地域の来訪者データ分析（地震直後（R6.2月）に比べた増減状況）

： 0～500人
： 500～1,000人
： 1,000～2,000人
： 2,000～3,000人
： 3,000人以上

【来訪者数】

地震後（R6.2月）

地震５か月後（R6.5月） 地震10か月後（R6.10月）

N

N N

※エリア外居住者の定義
通勤・通学でない移動のうち「片道移動距離

80km以上」もしくは「8時間以上」で「近隣居住
者を除く」移動を抽出（観光庁が規定する「旅行
の定義」を参考に設定）

出典：モバイル空間統計
（株式会社ドコモ・インサイトマーケティング）

分析単位：1kmメッシュ
対象エリア：輪島市、珠洲市、能登町、穴水町、七尾市、志賀町、中能登町、羽咋

市、宝達志水町、かほく市、内灘町、津幡町、氷見市（計13エリア）
対象データ：エリア外居住者※

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

R6.2 R6.5 R6.10

（人/月）

和倉温泉周辺地域の来訪者数

来訪者が
回復傾向

道の駅 氷見 道の駅 氷見

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

R6.2 R6.5 R6.10

（人/月）

道の駅氷見の来訪者数

来訪者が
回復傾向
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： -3,000人以下
： -3,000～-1,000人
： -1,000～0人
： +0～1,000人
： +1,000～3,000人
： +3,000人以上

【来訪者増減数（R6.2月との比較）】



能登半島における現状と課題

能登半島を取り巻く状況

⑨ 生活インフラの拠点

・電気や上下水道等インフラに甚大な被害が発生し、大規模な停電・断水が発生
・道路の緊急復旧の進捗に応じて停電戸数は減少、断水は解消されず長期化

生活インフラの被災状況と課題

12



能登半島における現状と課題

能登半島の交通状況

⑩ 緊急輸送道路の指定状況

⑬ 地震発生後の通行状況

E41

輪島市役所

珠洲市役所

能登町役場

穴水町役場

志賀町役場

七尾市役所

E41

氷見市役所

中能登町役場

羽咋市役所

宝達志水町役
場

かほく市役所

津幡町役場内灘町役場

E86

N

E41

：第1次緊急輸送道路
：第2次緊急輸送道路
：第3次緊急輸送道路
：指定なし

凡 例

：能登半島地震による通行止め区間
：能登半島地震による主な通行止め

⑫ 緊急輸送道路の被災状況

災害時にアクセスルートとして
機能すべき道路が被災し寸断

N

※ETC2.0搭載車両が通行できた路線のみ着色
（市町村道を除く）

能登町役場

珠洲市役所
輪島市役所

穴水町役場

志賀町役場

七尾市役所

中能登町役場

奥能登2市2町方面の平均所要時間

地震直後は奥能登地域への限られた道路に
交通が集中、徳田大津ICから輪島市、珠洲
市までの平均所要時間が約3～4倍に増加

：通行可能路線※

地震直後地震前

約2.5時間約40分
徳田大津IC 

～輪島市

約3.5時間約1時間
徳田大津IC 

～珠洲市

出典：令和６年能登半島地震 道路復旧見える化マップ（1月12日時点）

地震発生後は
通行できる路線が限定

奥能登地域は、緊急輸送道路
の密度が小さい

⑪ 北陸ブロック広域道路ネットワーク計画図

奥能登地域の高規格道路は
能越自動車道・のと里山海
道のみ
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能登半島における現状と課題

能登半島の交通状況

⑭ 空港・港湾（広域進出拠点等）の到達圏域

出典：ETC2.0プローブ情報
※県道・国道を対象に空港・港湾から30分で到達できる範囲を可視化

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

凡 例

: 5分圏域
:10分圏域
:15分圏域
:20分圏域
:25分圏域
:30分圏域
:30分圏域外

N N

N N

発災前（R4年度） 発災直後（R6.1月下旬）

発災から半年後（R6.6月） 発災から１年後（R7.2月）

空港、港湾等への
アクセス圏域が縮小

14

アクセス圏域が、
さらに改善

空港、港湾等への
アクセス圏域が改善



珠洲市役所

内浦総合支所

能登町役場

かほく市役所

内灘町役場

津幡町役場

柳田総合支所

中能登町役場

氷見市役所

のと里山
空港

輪島市役所

門前総合支所

穴水町役場

富来支所

徳田大津JCT
七尾市役所

志賀町役場

羽咋市役所

宝達志水町役場

N

町野支所

柳田総合支所

中能登町役場

氷見市役所

のと里山
空港

輪島市役所

門前総合支所

穴水町役場

富来支所

徳田大津JCT
七尾市役所

志賀町役場

羽咋市役所

宝達志水町役場

N

町野支所 珠洲市役所

内浦総合支所

能登町役場

かほく市役所

内灘町役場

津幡町役場

柳田総合支所

中能登町役場

氷見市役所

輪島市役所

門前総合支所

富来支所

七尾市役所

志賀町役場

羽咋市役所

宝達志水町役場

N

珠洲市役所

内浦総合支所

能登町役場

かほく市役所

内灘町役場

津幡町役場

町野支所

穴水町役場

のと里山
空港

徳田大津JCT

珠洲市役所

内浦総合支所

能登町役場

かほく市役所

内灘町役場

津幡町役場

柳田総合支所

中能登町役場

氷見市役所

のと里山
空港

輪島市役所

門前総合支所

穴水町役場

富来支所

徳田大津JCT
七尾市役所

志賀町役場

羽咋市役所

宝達志水町役場

N
町野支所

能登半島における現状と課題

能登半島の交通状況

⑮ 拠点間連絡速度（閑散時旅行速度）

【閑散時の定義】閑散時は、既往研究※1を参考に水曜日を対象日とし、時間帯は、観測交通量が最も少ない時間帯※2を対象とする。
※1 稲本・張・中村（2023）国内外の幹線道路における閑散時旅行速度差の要因分析,第43回交通工学研究発表会論文集
※2 R3センサスで対象地域の24時間交通量観測箇所の時間帯別交通量の平均値から、最も交通量の少ない時間帯を抽出。

抽出した時間帯の速度データが欠測した場合は前後時間帯の旅行速度データで補完。

発災前（R4年度） 発災直後（R6.1月下旬）

発災から１年後（R7.2月）発災から半年後（R6.6月）

凡例

40㎞/h以下

40～60㎞/h

60㎞/h以上

算出条件
連絡速度[km/h]=最短道路距離[km]／最短所要時間[h]
最短道路距離：拠点間の距離が最短となる道路延長
最短所要時間：拠点間の所要時間が最短となる時間

出典：ETC2.0プローブ情報
時間：観測交通量が最も少ない時間帯

能登半島地震発生直後は、
半島内の至る区間で拠点間
連絡速度が40km/h以下に
低下

発災半年後においても、
奥能登地域で40km/h以
下の区間が残る
規格の高い道路において
も60km/h未満と震災前
に比べて低い状況
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能登半島における現状と課題

能登半島の交通状況

⑯ 発災前における時間帯別の拠点間連絡速度

⑰ 復旧フェーズごとの拠点間連絡速度（閑散時）

※出典:稲本･張･中村(2023)国内外の幹線道路における閑散時旅行速度差の要因分析,第43回交通工学研究発表論文集
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発災前（R4）

※規格の高い道路を含む拠点間は、60km/h以上を確保
また、閑散時間帯と通常時間帯の差が小さい

※通常時間帯、ピーク時間帯に
40km/hを下回る拠点間あり

アメリカ※

(n=159）

ドイツ※

(n=162）

発災前・閑散時間帯 60km/h以下

諸外国の都市間連絡サービスと比較
するとサービスレベルが低い
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R6.9月

規制速度

拠点間連絡速度(km/h)

累
積

相
対

度
数

※豪雨前

※発災直後は、
40km/h以下が
約6割に増加

※規格の高い道路を含む拠点間も
大部分で60km/h未満に低下

発災直後・閑散時間帯 60km/h以下

発災半年後においても、特に甚大な被害を受けた奥能登
地域で40km/h以下の区間が残るほか、規格の高い道路
においても60km/h未満と震災前に比べて低い状況
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① 能登の創造的復興を支える道路ネットワークを基本に、人口減少が進む能登における将来的な二地域居住
なども踏まえ、災害時・平時を問わず医療活動や物流を支え、生活インフラを維持していくため、医療・生活・
なりわい等の拠点と金沢などの都市や空港・港湾との結びつきを強くし、住んでいる人の生活を支えるネッ
トワークを目指します。

② 人々を魅了する食や景観、伝統文化、豊かな自然などの強みがあり、これらを活かし、県内外から人を呼び
込み交流を拡げる能登半島絶景海道の形成を目指します。

◆広域道路ネットワーク検討の基本的な考え方

※ ②については、別途検討会（能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会[令和7年2月3日設立]）でも検討しています

基幹軸の
強化

○能登半島地震の被災を教訓に、「いざという時」こそ確実に機能するよう、
半島内の骨格を為す高規格道路等のネットワークを強化

○災害時における支援活動の迅速化や広域的な交流・連携（二地域居住など
関係人口の創出・拡大等）の促進を支える、金沢都市圏や隣県の富山県との
広域道路ネットワークを強化

医療活動の
支援

物流経路の
確保

生活インフラ
との連携

観光ルートの
形成

○能登半島地震における活動圏域縮小の実態を踏まえ、災害時の医療活動を
支える道路ネットワークを強化

○能登半島における経済活動を支え、災害による物流の停滞を防ぐため、物流
拠点と交通結節点を結ぶ道路ネットワークを強化

○能登半島沿岸部を中心に数多く存在する観光資源をつなぎ、新たな周遊観
光を支える観光ルートを形成。また、空の玄関口である、のと里山空港とも
連携し、能登半島全体への周遊を促進

○災害時における生活インフラの復旧を支援するとともに、将来的なインフラ
収容空間としての活用が想定される道路ネットワークの強化

能登半島における広域道路ネットワークの基本的な考え方

能登半島の復興に関する各種計画から見える将来に向けた検討課題

能登半島の課題を踏まえ、５つの視点から広域道路ネットワークを検討
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能登半島の課題を踏まえた広域道路ネットワーク検討の視点

基幹軸の強化

※新日本海連携軸：北陸ブロック新広域道路交通ビジョン（R3.7策定）に位置づけられ、北陸の各地域間や隣県
との連携や地理的優位性を活かして３大都市圏との連携強化を図る

○ 能登半島地震の被災を教訓に、「いざという時」こそ確実に機能するよう、半島内

の骨格を為す高規格道路等のネットワークを強化

：基幹軸
（能登地域を縦断し、ネット
ワークの骨格を形成）

珠洲市

輪島市

N

のと里山空港

七尾港

輪島港

伏木富山港（伏木地区）

七尾市

至 中京圏至 関西圏

概 要軸 名 称

３大都市圏と能登北部の移動を高速化して能登半島における経済活動
を支えるとともに、耐震性や復旧性を備え、災害時の医療活動や生活イ
ンフラの復旧を支援

能登半島基幹軸

能登・金沢間の移動を高速化して能登半島における経済活動を支える
とともに、耐震性や復旧性を備え、災害時の医療活動や生活インフラの
復旧を支援

能登金沢基幹軸

考慮すべき拠点

18

・都市※

（新広域道路交通計画）
※中枢中核都市、

連携中枢都市圏、
定住自立圏 等

・防災拠点（空港・港湾） ※

（北陸圏域道路啓開計画）
※広域進出拠点

・輪島港※

（輪島市復興まちづくり計画）
※広域交流軸

高岡市



○ 能登半島地震における活動圏域縮小の実態を踏まえ、災害時の医療活動を支え

る道路ネットワークを強化

医療活動の支援

能登半島の課題を踏まえた広域道路ネットワーク検討の視点

凡例
： 市町役場
： 二次・三次救急医療機関
： 地震発生後の医療施設からの30分到達圏域外

N

市立輪島病院

珠洲市総合病院

公立宇出津総合病院

公立穴水総合病院

町立富来病院

公立能登総合病院

恵寿総合病院

：医療活動
（地震発生後の医療施設
からの30分非到達圏域
をカバー）

奥能登新病院
（能登空港周辺）

19

考慮すべき拠点

・二次・三次救急医療機関

・奥能登新病院（能登空港周辺）



○ 能登半島における経済活動を支え、災害等による物流の停滞を防ぐため、物流拠

点と交通結節点を結ぶ道路ネットワークを強化

物流経路の確保

能登半島の課題を踏まえた広域道路ネットワーク検討の視点

凡例
： 市町役場
： 主な産業・工業団地
： ニッチトップ企業
： 空港
： 主要な港

：物流経路
（基幹軸から主要な空港・港
湾・物流拠点等を結ぶアクセ
ス）

宝達志水町

N 珠洲市

輪島市

氷見市

志賀町

羽咋市

七尾市

中能登町

能登町
輪島市
門前総合支所

穴水町

輪島市
町野支所

かほく市

内灘町
津幡町

のと里山空港

七尾港

輪島港

伏木富山港（伏木地区）

中能登中核工業団地

羽咋北部工業団地

七尾港
太田工業用地

輪島市
臨空工業団地

：基幹軸
（能登地域を縦断し、ネット
ワークの骨格を形成）
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考慮すべき拠点

・都市

・防災拠点
（市町役場（本庁舎・支所））
（空港・港湾）

・産業・工業団地

・ニッチトップ企業

高岡市

至 中京圏至 関西圏



○ 災害時における生活インフラの復旧を支援するとともに、将来的なインフラ収容

空間としての活用が想定される道路ネットワークの強化

生活インフラとの連携

能登半島の課題を踏まえた広域道路ネットワーク検討の視点

凡例
： 市町役場
：石川県水道用水供給事業送水管
： 変電所、配電所
： 送電線

宝達志水町

N 珠洲市

輪島市

氷見市

志賀町

羽咋市

七尾市

中能登町

能登町
輪島市
門前総合支所

穴水町

輪島市
町野支所

かほく市

内灘町
津幡町

：生活インフラ
（変電所等へのアクセス）

・防災拠点
（市町役場（本庁舎・支所））

・変電所、配電所

・県水道用水供給事業送水管

など
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考慮すべき拠点

高岡市



○ 能登半島沿岸部を中心に数多く存在する観光資源をつなぎ、新たな周遊観光を

支える観光ルートを形成。また、空の玄関口である、のと里山空港とも連携し、能

登半島全体への周遊を促進

観光ルートの形成

能登半島の課題を踏まえた広域道路ネットワーク検討の視点

凡例
： 市町役場（支所含む）
： 主な観光資源
： 空港
： 道の駅

：観光周遊
（半島沿岸部の観光地・施
設を周遊）

千里浜なぎさ
ドライブウェイ

気多大社

道の駅 氷見
（ひみ番屋街）

西田幾多郎
記念哲学館

石川県森林公園

道の駅高松

道の駅
内灘サンセットパーク

道の駅
倶利伽羅源平の里

N

禄剛埼灯台

道の駅 狼煙

道の駅
のと里山空港

アクアパーク シ・オン

巌門

道の駅
能登食祭市場

ひょっこり
温泉島の湯

のとじま水族館

輪島朝市

柳田植物公園

輪島キリコ会館

總持寺 祖院 縄文真脇温泉

健康の森

のと海洋
ふれあいセンター

りふれっしゅ村
鉢ヶ崎輪島温泉郷

道の駅 すずなり

道の駅
すず塩田村

道の駅桜峠

道の駅輪島

道の駅赤神

道の駅千枚田ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ

和倉温泉

：基幹軸
（能登地域を縦断し、ネット
ワークの骨格を形成）

・著名な観光拠点

・のと里山空港

・「道の駅」
・いしかわ里山里海サイクリング

ルート
など
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考慮すべき拠点

道の駅いおり

道の駅とぎ海街道

道の駅のとじま

至 中京圏至 関西圏



能登半島の課題を踏まえた５つの視点

基幹軸の強化

○能登半島地震の被災を教訓に、「いざという時」こそ確実に機能す
るよう、半島内の骨格を為す高規格道路等のネットワークを強化

○災害時における支援活動の迅速化や広域的な交流・連携の促進
（二地域居住など関係人口の創出・拡大等）を支える、金沢都市圏
や隣県の富山県との広域道路ネットワークを強化

医療活動の
支援

物流経路の
確保

生活インフラ
との連携

観光ルートの
形成

○能登半島地震における活動圏域縮小の実態を踏まえ、災害時の医
療活動を支える道路ネットワークを強化

○能登半島における経済活動を支え、災害による物流の停滞を防ぐ
ため、物流拠点と交通結節点を結ぶ道路ネットワークを強化

○能登半島沿岸部を中心に数多く存在する観光資源をつなぎ、新た
な周遊観光を支える観光ルートを形成。また、のと里山空港とも連
携し、能登半島全体への周遊を促進

○災害時における生活インフラの復旧を支援するとともに、将来的な
インフラ収容空間としての活用が想定される道路ネットワーク強化

拠点連絡

信頼性・
耐災害性

観光周遊

３つの
サービスの柱

能登半島における広域道路ネットワーク構築のポイント

【拠点連絡】 【信頼性・耐災害性】 【観光周遊】

○ 南北に細長い能登半島における能登
地域全体での連結強化

○ 道路種別や管理主体にとらわれず、一
連のサービス速度で連結

○ 地域生活や産業活動に必要な医療・
物流・生活インフラ拠点等を結ぶ

○ 耐震性や復旧性を備え、災害時にも
機能するネットワーク整備

○ 能登の絶景、自然の恵み、祭礼・伝統
技術など、魅力的な能登を周遊する
観光圏形成（「道の駅」、サイクルツー
リズム、風景街道等に配慮）

３つのサービスの柱から整理した道路ネットワークを統合し、能登半島の将来に必要

な広域道路ネットワークの基本方針（案）として整理する。
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：基幹軸 ：生活インフラ：医療 ：観光周遊：物流

至 中京圏至 関西圏 至 中京圏至 関西圏 至 中京圏至 関西圏



能登半島における広域道路ネットワーク基本方針（案）

■基本方針

概 要凡例
求められる
サービス・機能

・南北に細長い能登半島における能登地域
全体での連結強化
・各拠点を道路種別や管理主体にとらわれ
ず、一連のサービス速度で連結

拠点連絡

・地域生活や産業活動に必要な医療・物流・
生活インフラ拠点を結ぶ
・耐震性や復旧性を備え、災害時にも機能す
るネットワーク

信頼性・
耐災害性

・能登の絶景、自然の恵み、祭礼・伝統技術
など、魅力的な能登を周遊する観光圏形成
（「道の駅」、サイクルツーリズム、風景街道等
に配慮）

観光周遊

N

1.3

1.6

0.8

1.9

2.0

4.4

3.5

2.7

5.0

3.7

1.2

1.7

2.5

至 中京圏
至 関西圏

至

首
都
圏

凡例

市町村役場
（主な支所）

空港

主要な港

市町村の人口
（単位：万人）
(令和２年国勢調査）

数字

工業団地

病院
（救急告示医療機関）

道の駅

2４ 2５

空の玄関口 能登空港マリンタウン岸壁からの給水支援（輪島港）防災道の駅 のと里山空港の使用状況

輪島市

志賀町

羽咋市

能登町

かほく市

内灘町
津幡町

氷見市

（町野支所）

珠洲市

中能登町

（門前支所）

宝達志水町

穴水町

七尾市

新病院

能登半島は南北に細長く、かつ３方を海に囲まれた山がちな地形で

あることから、道路をはじめとしたアクセスが限定されており、令和

６年能登半島地震及び豪雨災害では、高規格道路が被災により寸断す

るなど、道路ネットワークとして根幹的な問題が生じました。

今回の災害を教訓に、創造的復興の前提となる半島防災や人口減少

が進む能登地域における関係人口拡大など新たな視点に立った備えと

ともに、能登地域の皆さんに寄り添った道路ネットワークの検討が不

可欠です。

能登の持続的な発展を支え、地方創生の礎となる道路ネットワーク

を構築するための基本的な方針として三つのサービスの柱を設定しま

した。

これらのサービスの柱を踏まえた道路ネットワークの構築により、

未来志向の復興を実現するため、１日も早い能登半島地震からの創造

的復興を支援します。



能登半島における広域道路ネットワーク検討会

検討会の内容開 催 日

第１回能登半島における広域道路ネットワーク検討会
○設立趣意及び規約（案）について
○能登半島における広域道路ネットワークの検討
○今後の進め方（案）

令和６年１２月２３日（月）

第２回能登半島における広域道路ネットワーク検討会
○第１回検討会の意見と対応
○能登半島の課題を踏まえた広域道路ネットワーク構築
のポイント

○今後の進め方（案）

令和７年 ３月 ４日（火）

第３回能登半島における広域道路ネットワーク検討会
○第２回検討会の意見と対応
○能登半島における広域道路ネットワーク基本方針（案）

令和７年 ３月２４日（月）

開催経緯

委員名簿

所 属 等氏 名

公立小松大学 教授髙山 純一

金沢工業大学 教授川村 國夫

金沢大学 教授中山 晶一朗

金沢大学 教授藤生 慎

北陸地方整備局 道路部長竹林 秀基

北陸地方整備局 金沢河川国道事務所長五十川 泰史

北陸地方整備局 能登復興事務所長杉本 敦

石川県 土木部長桜井 亘

富山県 土木部長金谷 英明

（敬称略、順不同）
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